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＊1 ʮ9JʯʢΫϩοシΟʣ：「Xi」，「Xi ʗクロ
ッシィ」は，NTT ドコϞの঎ඪまたはొ
࿥঎ඪ．

�� ·͕͖͑
ଳ端末やネットワークの高機ܞ

能Խ，ྉۚମܥとしてのఆֹ制のී

大により，サービスおよびコン֦ٴ

テンπのリッνԽがਐΜでいる．ಛ

に，スϚートフォンのܹٸなීٴに

も൐い，新たなサービスやアプリケ

ーシϣンのൃలが期଴͞れると同

時に，動ըなどのデータトラフィッ

クの૿加޲܏がޙࠓも続くとࠐݟ

まれており（図 1），ͦの対ࡦが移

動通信事業者にとͬて共通の՝୊

になͬている．

ドコϞは 200� ೥ �� ݄，Ϣーβମ

やサービスの新たな可能্޲のײ

性につながる通信଎౓の高଎Խや

低஗ԆԽ，৳び続けるトラフィック

をऩ༰可能とする大༰ྔԽといͬ

た 3G ٕज़の௕期的なڝ૪ྗҡ࣋，

͞らにはক来の �G ネットワークへ

のԁ׈な移行を可能にする͜とを

໨的とし，Super3Gの֓೦を提এし

た（図 2）．͞らに，Super3G の֓

೦に基ͮき，200� ೥ 3 ݄に 3GPP

Release � として֬ఆした LTE ඪ४

はޙఆ֬֨ن，༩しدఆにࡦの֨ن

ੈքとาௐを合わͤつつ，先಄ूஂ

での঎用Խをਐめてきた．

ຊߘでは，20�0 ೥ �2 ݄に౦໊ࡕ

で։࢝した LTE サービス「Xi」（ク

ロッシィ）のシステムとサービスの

֓ཁについて，3G システムとの対
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ൺを交えつつղઆする．なお，「Xi」

（クロッシィ）を構成する無線方式

やコアネットワークٕज़，基地局や

コアネットワーク装置ྨ，移動端末

とͦのプラットフォームٕज़につ

いては，ຊಛू内の֤ه事でৄࡉを

．র͞れたいࢀ

�� ٕज़తಛ௃
LTE は，「高଎」，「大༰ྔ」，「低

஗Ԇ」とい͏ݴ༿に୅ද͞れる，3

つのٕज़的なಛ௕を有する（図3）．

ୈ�に，্ԼϐークϨートの大幅

な্޲が͛ڍられる．「Xi」（クロッ

シィ）のサービス։࢝当初は，UE

Χテΰリ＊ 2 3 の移動端末を౤入し，

ԼりϐークϨートとして，ଳҬ幅

�0MH[ ӡ用の一部の԰内局では໿

��Mbit/s，ͦれҎ外のエリアではଳ

Ҭ幅�MH[で໿3���Mbit/sを࣮現す

る（図4）．また，্りϐークϨート

として，ଳҬ幅 �0MH[ ӡ用の一部

の԰内局では໿ 2�Mbit/s，ͦれҎ

外のエリアではଳҬ幅 �MH[ で໿

�2��Mbit/sを࣮現する．

ୈ2のಛ௕として，無線方式の高

౓Խにより，HSPA（HigI Speed

Packet Access）＊3ൺで໿3ഒのप೾

਺利用効཰をୡ成し，大༰ྔԽを࣮

現した．装置Ձ֨の低ݮとの૬৐効

Ռにより，૿加の一్をたどるデー

タトラフィックऩ༰のための設備

౤ࢿ཈制効ՌをͶら͏．

͞らにୈ3のಛ௕として，無線方

式や制御シーケンス，ネットワーク

構成のݟ௚しにより，移動端末が଴

ͪडけているIdleঢ়ଶからネットワ

ークに無線接続したActiveঢ়ଶまで

の接続஗Ԇ，およびϢーβデータが

移動端末から接続先サーバなど

をԟ෮する఻送஗Ԇである RTT

（Round Trip Time）の両方を，大幅

に୹ॖしている．͜れにより，通信

を൐͏アプリケーシϣンのϨスポ

ンスやスループット＊4の্޲がࠐݟ

まれ，移動端末とネットワークの࿈

を༰қにするなど，新たなιリュܞ

ーシϣンの基൫としての活用も期

଴͞れる．

�．ల։シφϦΦ
LTEのల։シナリオを໛式的に図

5に示す．「Xi」（クロッシィ）։࢝当

初の移動端末は，LTE と W-CDMA

7

＊ 2 6&ΧテΰϦ：ن্֨نఆ͞れた移動端
末の能ྗ分ྨ．LTE 移動端末は � つのΧ
テΰリに分ྨ͞れ，利用ଳҬ幅͝とのϐ
ークϨートなどがنఆ͞れている．

＊ 3 )41"： W-CDMA のパケットデータ通信
を高଎Խした֨نであり，基地局から移

動端末へのԼり方޲を高଎Խした HSDPA
（HigI Speed Downlink Packet Access）

と，移動端末から基地局への্り方޲を
高଎Խした HSUPA（HigI Speed Uplink
Packet Access）の૯শである．

＊ 4 スϧーϓοτ：୯Ґ時ؒ当りに，ޡりな

く఻送͞れる࣮効的なデータྔ．
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の能ྗを有するデュアル移動端末

であり，LTEエリア内においては前

述した LTE ٕज़のಛ௕を提供し，

導入初期に࢒る LTE エリア外では

3G（HSPA）にシームϨスに切り替

える͜とで，ॆ࣮した 3G ネットワ

ークのΧバϨッδを同時に࣮現し

ている．

LTEはパケット交換（PS：Pack-

et SwitcIed）にಛԽしたシステム

のため，ճ線交換（CS ： Circuit

SwitcIed）には対応していない．3G

にてճ線交換で提供していたԻ੠

などのサービスは，当໘は 3G への

切替えにより提供する．

͜れらのॾ৚݅により，当໘は

3G（HSPA）システムにLTEシステ

ムをオーバϨイͤ͞てサービスを

提供し，中௕期的に 3G システムを

LTE，͞らには �G システムに移行

していくシナリオがߟえられる．
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4．システム概要
システム構成を図�に示す．現行

の 3G ネットワークをベースに，コ

アネットワークに交換局（EPC ：

Evolved Packet Core），無線アクセ

ス ネ ッ ト ワ ー ク に 無 線 基 地 局

（eNodeB：evolved Node B）を新設

する．3G の無線制御局（RNC ：

Radio Network Controller）の機能

は，EPCとeNodeBに配分してノー

ドとしては削除し，よりフラットで

シンプルなネットワーク構成とし

ている．一方，中継転送プロトコル

としては IP を採用し，パケットト

ラフィックと親和性を高めつつ，汎

用機器による低コストでのネット

ワーク構築を可能にしている．ま

た，既存設備を有効活用するため，

eNodeB は 3G における無線基地局

（BTS：Base Transceiver Station）と

併設可能にし，サイトやアンテナ，

無線部を共用する構成としている．

コアネットワーク内の接続ルー

トとしては，3G 移動端末からの接

続は，従来どおり 3G におけるパケ

ット通信の加入者階梯の交換局で

あるSGSN（Serving GPRS（General

Packet Radio Service）Support Node）

から，関門階梯のGGSN（Gateway

GPRS Support Node）を経由してサ

ーバ群への接続ポイントに接続し，

一方，3G/LTE デュアル移動端末

は，LTE の交換局である EPC に含

まれる加入者階梯のゲートウェイ

装置である S - GW（Serving Gate-

way）から関門階梯の P-GW（PDN

（Packet Data Network）-GW）を介し

て接続する．なお，3G/LTEデュア

ル移動端末が 3G エリアで通信する

場合は，SGSN から P-GW 経由で接

続する．

5．提供サービスと端末
概要

「Xi」（クロッシィ）導入当初は，

データ専用端末によりサービスを

提供する．データ通信サービスとし

ては，FOMAと同様のmoperaによ

るインターネットなどとの接続や，

MVNO（Mobile Virtual Network

Operator）による通信事業者が提供

するデータ通信利用が可能である．

「Xi」（クロッシィ）導入初期の

端末は，USB 接続の L - 02C および

Express CardタイプのF-06Cをライ

ンナップする．いずれの端末も，前

述のとおりLTEとW-CDMAの両方

式に対応しており，LTEエリア外で

は，自動的に 3G システムに切り替

わる．ローミング時は 2G（GPRS）

にも対応しており，幅広く利用でき

る．

6．主な機能
6.1 ハンドオーバ

LTEでのハンドオーバには，大別

してネットワークが切替え先セル

を移動端末に指示するバックワー

ドハンドオーバ（PS Handover）と，

移動端末が自律的に切替え先セル

を捕捉するフォワードハンドオー

バがある．

PS Handoverは，無線切替え時の

IMS

EPC

BTS

IP-RNC

GGSN

HLR/HSS

eNodeB

3G エリア 

LTEエリア 

移動端末 
HLR : Home Location Register  
HSS : Home Subscriber Server 
I M S : IP Multimedia Subsystem

インターネット 

CS-GW

制御信号 
データ信号 

SGSN

IP網 
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NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル 25周年記念号（2018）

―  4  ―

• 再 録 • ［4G・LTE］　DTJ Vol.19 No.1　2011年　豊かな生活に役立つ社会基盤となるLTEシステム・サービス概要
N

TT
 D

O
C

O
M

O
 T

ec
hn

ic
al

 J
ou

rn
al



ॠஅによるパケットロスを཈制す

るため，切替えݩのeNodeBから切

替え先のeNodeBに送ୡ֬ೝະྃ׬

のデータを転送するデータフォワ

ーディング，およびフォワードデー

タと新しいデータのॱংޡりをิ

ਖ਼するためのリオーμリングに対

応している．

また，フォワードハンドオーバ

は，ネットワークからの切அ信߸を

機としたRelease witI Redirectionܖ

と，移動端末が自律的にNAS（Non

Access Stratum）＊5の෮چを行͏NAS

Recoveryに͞らに分ྨ͞れ，いずれ

もॠஅによるデータロスを൐͏．

別の؍఺としては，無線システム

（RAT ： Radio Access TecInology）

やप೾਺，またeNodeBやEPCの切

替えを൐͏か൱かで，࣍のとおり分

ྨ͞れる（図�）．

� Intra-RATハンドオーバ

LTEシステム内でのハンドオーバ

であり，ભ移ノードのケース別に，

eNodeB内セクタؒ，EPC内eNodeB

ؒ，EPCؒハンドオーバがある．

EPC 内 eNodeB ؒハンドオーバ

は，eNodeBؒの࿦ཧインタフェー

スである X2 により信߸ॲཧを行͏

X2ハンドオーバと，eNodeBとEPC

とのؒの࿦ཧインタフェースであ

るS�により信߸ॲཧを行͏S�ハン

ドオーバがあり，X2 リンクҡ࣋の

コストと S� ハンドオーバによるコ

ストのトϨードオフにより，ӡ用設

ఆを൑அする．

また，ハンドオーバ前ޙの中৺प

೾਺が同一か൱かで，प೾਺内，प

೾਺ؒハンドオーバに分ྨ͞れる．

� Inter-RATハンドオーバ

RATؒハンドオーバであり，LTE

から3Gへの移行および3GからLTE

への移行に分ྨ͞れる．

6.� Ի੠αーϏεఏػڙೳ
前述のとおり，LTE は PS にಛԽ

したシステムであり，3GではCSで

提供していたԻ੠サービスは，当໘

3G への切替えにより提供する．͜

れをCSフォールバックとݺͿ．

なお，LTE 導入初期は CS フォー

ルバックにより提供するԻ੠サー

ビスも，ক来的には LTE ্のPS ド

ϝインでの提供をࢹ໺に入れる．

6.� "MMXBZT�0/
LTEではPPP（Point-to-Point Pro-

tocol）＊�を用いず，IP接続のΈによ

るৗ時接続を行͏ʠAlways-ONʡコ

ンセプトが採用͞れている．LTEエ

リアでアタッν＊�時（ిݯON時な

ど）には，Ϣーβが設ఆした PDN

に自動接続し，IP アドϨスがׂり

当てられる．ख動接続もϢーβ設ఆ

により可能である．

�．͋ と͕͖
ຊߘでは，LTEサービス「Xi」（ク

ロッシィ）のシステム，サービスの

֓ཁについてղઆした．Super3Gを

提এしてҎ来，およͦ�೥にわたる

։ൃの݁Ռ，20�0ڀݚ ೥ �2 ݄に

「Xi」（クロッシィ）のサービスϒラ

ンド໊で，LTEඪ४֨ن४ڌの移動

通信サービスを౦໊ࡕで։࢝する

͜とができた．ޙࠓは，ܭըどおり

サービスエリアをॆ࣮ͤ͞るとと

もに，利用ଳҬ幅の֦大による͞ら

なる高଎Խや高機能Խにऔり૊Έ，

端末ラインナップのॆ࣮やܖ໿਺

の৳びとともに LTEサービス「Xi」

（クロッシィ）をࣾձにਁಁͤ͞，

๛かなੜ活の基൫としてࣾձに໾

ཱてる͜とを໨指す．
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＊5 /"4：アクセス૚（AS ： Access Stra-
tum）の্ҐにҐ置する，移動端末とコ
アネットワークとのؒの機能ϨイϠ．

＊� 111： 3G ネットワークなどのデータ通
信で広く用いられているϨイϠ 2 プロト
コル．ຊプロトコルを用いる͜とでネッ
トワーク্の 2 ఺ؒを݁び，データ通信
を行͏͜とができる．

＊� Ξλον：移動端末のిݯ ON 時などに

おいて，移動端末をネットワークにొ࿥
するॲཧ．
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